
１. 健やかで心豊かに暮らせる
安心の大分県

① 子育て満足度日本一の実現
・おおいた子育てほっとクーポン活用

事業
子育て家庭の負担軽減や 、子育て支援

サービスの周知と利用促進を図るため 、
様々な子育て支援サービスに利用できる

「おおいた子育てほっとクーポン」（１万
円分）を出生時に配布。

予算額：265,157千円
・子育て・高齢者世帯リフォーム支援

事業
子育て世帯の住環境の向上や高齢者の

暮らしの安心確保とともに 、三世代同居に
向けた住宅改修に対して助成。

予算額：30,000千円
＊ほか全22事業：98億4,418万円

② 健康寿命日本一の実現
・みんなで進める健康づくり事業

健康寿命を延伸させるため 、健康づく
りに対する意識向上に向けた県民運動を
展開。

予算額：22,787千円
・地域の健康課題みえる化促進事業

地域特性に応じた健康施策を実施する
ため 、健康に悪影響を与える生活習慣等
の実態を市町村別に調査。

予算額：15,664千円
＊ほか全23事業：50億8,543万円

③ 障がい者が地域で暮らし働ける社会
づくりの 推進（障がい者雇用率日
本一の実現）

・障がい者就労環境づくり推進事業
民間企業を個別訪問し 、障がい者を受

け入れるための職務設計や職場環境の見
直し等について助言する障がい者雇用ア
ドバイザーを配置。

予算額：11,279千円
・障がい者差別解消-権利擁護推進事業

差別解消等を図るため 、相談支援体制
を整備するとともに 、県民の理解醸成に
向けたフォーラムなどを開催。

予算額：7,809千円
＊ほか全８事業：１億1,955万円

④ おおいたうつくし作戦の推進
・おおいたうつくし作戦推進事業

美しい自然と快適な自然環境を守り育
て 、将来世代へ継承するため「まち・ひと・
なかま」をテーマに「おおいたうつくし
作戦」を展開。

予算額：15,677千円
＊ほか全11事業：９億7,296万円

⑤ 安全・安心を実感できる暮らしの確立
・特殊詐欺被害防止総合対策事業

近年累増する特殊詐欺の根絶を図るた
め 、高齢者を中心とした広報啓発や注意
喚起の取組を強化。

予算額：18,503千円
＊ほか全10事業：12億5,254万円

⑥ 人権を尊重し共に支える社会づくりの推進
・性犯罪・性暴力被害者対策推進事業

被害者支援のため 、ワンストップの
支援体制を整備し 、支援員による相談
や医療機関 、警察等への同行支援など
実施。

予算額：17,926千円
＊ほか全２事業：2,573万円

⑦ 地域社会の再構築
・老朽空き家対策促進事業

空家等対策推進特別措置法の
施行に伴い 、法に基づく勧告等
の対象となる「特定空家」の判
断基準を作成し 、危険空き家の
除去を促進。

予算額：2,630千円
＊ほか全８事業：３億3,607万円

⑧ 多様な県民運動の推進
・NPO人材育成・運営強化事業

「おおいた共創基金」の体制強
化を図り 、広報活動や賛助会員の
獲得に取組むなど 、ＮＰＯの人材
育成や公益活動の活性化を促進。

予算額：18,082千円
＊ほか全２事業：3,508万円

⑨ 安心・安全な県土づくりと　
危機管理体制の充実

・洪水時避難行動支援事業
住民の的確かつ確実な避難行動を支援するため 、洪水避難

基準水位を再設定するとともに 、浸水想定区域図を作成。
予算額：82,000千円　＊ほか全20事業：96億8,892万円

⑩ 移住・定住の促進
・ふるさと大分ＵＩＪターン推進事業

移住関連情報誌を活用した情報発信に取組むほか 、県外事
務所（東京 、大阪 、福岡）に移住サポーターを配置し 、本
県への移住を促進。

予算額：103,787千円　＊ほか全５事業：２億1,138万円
－ 裏面に続く－
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木田昇の総務企画委員会委員に選任
　今定例会で、常任委員会の所属
が「総務企画委員会」（委員７人）
へと、変更となりました。
　委員会では、総務部、企画振興
部、会計管理局、選挙管理委員会、
人事委員会、監査委員の所管に属
する事項等について審査します。
　各部局の所管内容は次のとお
りです。
総務部関係

　行政改革の推進、市町村行財政
についての助言、過疎地域の振
興、人事管理、予算編成、県税の賦
課徴収等に関すること

企画振興部関係
　総合計画、地方創生の推進、国
際政策、芸術文化・スポーツの振
興、観光・地域振興、交通政策に関
すること
会計管理局関係

　国庫補助金や手数料等の収入、
事業費の支払いに関すること
選挙管理委員会関係

　各種選挙の執行に関すること
人事委員会関係

　県職員・警察官の採用、給与勧
告、勤務条件に関すること
監査委員関係

　県の財務に関する事務の執行
や経営に係る事業の管理が、適正
で合理的かつ効率的に行われて
いるかの監査に関すること

２. いきいきと働き地域が輝く活力
あふれる大分県

① 変化に対応し挑戦と努力が報われる農林
水産業の実現

・ＵＩＪターン就農者拡大対策事業
本県への移住就農を促進するため 、県内外で

就農相談会や短期研修等を開催。
予算額：18,329千円

・漁業担い手総合対策事業
意欲ある漁業の担い手を確保・育成するため 、

漁業学校の運営を支援するほか 、就業時45歳未
満の研修生に対し 、青年就業準備給付金を交付。

予算額：12,277千円
・肉用牛生産基盤拡大緊急支援事業

「おおいた豊後牛」の安定供給に向け 、繁殖・
肥育農家の生産基盤を強化するため 、繁殖雌牛
の増頭経費を支援。

予算額：1,027,000千円
・おおいた型次世代木造住宅創造事業

地域材利用を促進するため 、地域材パネル生
産施設を整備するほか 、施工に必要な技術習得
を支援。

予算額：51,464千円
＊ほか全46事業：101億151万円

② 多様な仕事を創出する産業の振興と人材
の確保

・クリエイティブ産業創出事業
創造性と挑戦心あふれる人材の感性やアイデ

アを生かし 、付加価値の高い商品・サービスの
創出に向け 、企業とクリエイターとの融合の場
をつくる。

予算額：12,061千円
・シニア雇用推進事業

働く意欲のある高齢者の就業環境を整えるた
め 、中高年齢者就業支援センター内に「シニア
雇用推進オフィス」を設置し 、事業所への意識
啓発などを実施。

予算額：10,058千円
＊ほか全18事業：385億3,323万円

③ 男女が共に支える社会づくりの推進
・女性の活躍推進事業

「女性活躍推進宣言」を行う企業の拡大に取組
むほか 、女性の就労やスキルアップを支援。

予算額：18,576千円
＊ほか全４事業：4,626万円

④ 人を呼び込み地域が輝くツーリズムの推進
・国内誘客総合対策事業

「おんせん県おおいた」の強みを活用した戦略
的な誘客と情報発信を実施。

予算額：124,660千円
＊ほか全７事業：３億7,802万円

⑤ 海外戦略の推進
・グローバル人材育成推進事業

高校生を対象として海外留学への支援や人文
科学等の課題を世界的な視野で考える力を養う

「グローバルリーダー育成塾」などを実施。
予算額：16,507千円

＊ほか全３事業：6,908万円

⑥ 大分県ブランド力の向上
・おおいた魅力アップ情報発信事業

パブリシティ活動（マスメディアを通じた広報
活動）やＣＭ動画等による旬な情報発信を実施。

予算額：83,153千円

⑦ 活力みなぎる地域づくりの推進
・地域活力づくり総合補助金

地域の活力を創出するため 、「チャレンジ枠」、
「地域創生枠」を設け 、地域活性化に向けた取組
を支援。

予算額：500,000千円

３. 人を育み基盤を整え発展する
　 大分県
① 生涯にわたる力と意欲を高める「教育県

大分」の創造
・放課後・土曜学習支援事業

地域において放課後や土曜日を活用し 、学習
活動や体験活動などに取組む市町村を支援。

予算額：74,248千円
＊ほか全25事業：81億7,086万円

② 芸術文化による創造県おおいたの推進
・国民文化祭開催準備事業

2018年度の大分開催の成功に向け 、機運醸成
を図るため 、キックオフイベントを実施。

予算額：30,085千円
＊ほか全７事業：８億7,181万円

③ スポーツの振興
・ラグビーワールドカップ開催準備事業

2019年度の大分開催の成功に向け 、ラグビー
の普及活動や広報活動などを実施するほか 、県
推進委員会と専門委員会を開催。

予算額：144,437千円
＊ほか全５事業：２億7,971万円

④ 「まち・ひと・しごと」を支える交通ネッ
トワークの充実

・九州の東の玄関口拠点づくり促進事業
東九州自動車道の開通によるポテンシャルを

活かし 、人の流れを活発化させるため 、県内各
地と県外を結ぶ交通ネットワークを充実。

予算額：56,346千円
＊ほか全10事業：366億8,457万円

４. 行財政改革の着実な推進
・市町村「創生人材」育成事業

研修等を通じ 、幅広い人的ネットワークや専
門的実務力 、政策企画力を備え 、地方創生に資
する自治体職員を育成。

予算額：5,118千円
＊ほか全３事業：6,835万円

2016年度予算と重点事業－ 表面から続き－

奨学金制度の拡充を

【常任委員会とは】
地方議会に設置する常任委員会
は 、その部門に属する当該普通地
方公共団体の事務に関する調査を
行い 、議案 、請願等の審査を行う。

　近年 、不安定雇用や低賃金労働が拡大
し 、奨学金の返済に困り、「返したくても返
せない」若者が増加しています。
　日本では大学授業料の負担が大きく、ま
た奨学金制度は大半が「貸与型」（無利子or
有利子の貸付）となっています。
　そこで、諸外国の様な「給付型奨学金」制
度の導入や、学費の引き下げ、減免の拡充
等を国に求める署名活動に取組んできました。
　皆さんのご協力により、全国で100万筆を
超える署名を安倍総理へ提出できました。（政
府においては 、早急な対応を求めます）
　なお 、大分県でも色々な声が集まり、大分
のものづくり産業への就職者に対し「奨学金
返還助成制度」（月額13,600円、通算122万
4千円が上限）が創設されることとなりました。

　　署名活動へのご協力
　　　　　ありがとうございました

　今年１月に行われた「防災士資格
試験」に合格しました。
　災害の歴史や 、被災時の対処方
法等について防災士として学んだ
ことを 、今後お伝えしていきます。

－ 近年の自然災害に学ぶ －
　1995年の阪神・淡路大震災(兵庫
県南部地震)は死者6,434人を出す
大災害で 、その内８割以上が家屋
倒壊等による圧死や窒息死でした。
　特に 、耐震基準が改正される
1981年６月１日より前のいわゆる

「既存不適格」の建物に被害が集中
したことから 、耐震化が急務であ
ると指摘されました。
　もし 、被災時に家屋が倒壊して
道路を塞げば 、避難行動や緊急自
動車の妨げにも繋がりかねません。
　行政と住民が協力し 、家屋の耐
震化を進めることを 、防災のまち
づくりの一環と位置付け 、しっか
り取組まなければなりません
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っ
か
り

と
成
果
を
上
げ
て
も
ら
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
▼
文
教
警
察
委

員
会
で
、
旧
芸
術
文
化
会
館
へ

県
の
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
を
移
設
（
予
算
額
：
約
六

億
六
千
万
円
）す
る
に
あ
た
り
、

大
友
氏
遺
跡
出
土
品
の
展
示

室
を
設
け
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
▼
六
月
か
ら
は
「
宗

麟
の
海
」
の
新
聞
連
載
も
始
ま

る
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、

私
か
ら
は
「
九
州
大
友
資
料

館
」
く
ら
い
の
考
え
方
で
整
備

す
べ
き
だ
と
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
の
検
討
状
況
を
注
視
し
、

意
見
反
映
し
て
い
き
ま
す
▼

県
議
会
の
議
席
を
得
て
一
年
が

経
ち
ま
す
が
、
本
当
に
「
あ
っ

と
言
う
間
」
と
の
印
象
で
す
。

「
地
方
創
生
ま
っ
た
な
し
」
で

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で

頑
張
り
ま
す
。

竹の子記


